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行政だより

医系技官 として働 く

厚生労働省保険局医療課 佐 方 信 夫(平16年 卒)

1,は じ め に

私 は2006年4月 より厚生労働省 に医系技官 として入

省 しました.ち ょうど臨床研修必修化の元年(2004年)

に卒業 してお り,卒 後は札 幌の手稲渓仁会病院にて2

年 間初 期研修を行いました.学 生時代 に予防医学の先

生の元で基礎 配属実習を受けて以来,公 衆衛生 に興味

を持つ ようにな り,研 究者 の道に進むことも考 えまし

たが,実 際 の施策に携 われる という行政に魅力を感 じ,

このたび入省を決めました.

2.現 在 の 仕 事

現在,私 は保険局医療課 とい う部署 に配属 されてい

ます.主 に診療報酬 に関わる業務 を行 う課であ り,今

年の4月 に平成18年 度改定が行われ,リ ハ ビリの算定

日数上 限や療養病床入院基本料の見直 しなど多 くの改

定がな され,現 在はその疑義照会や改定後の検証部会

の立ち上 げなどが主 な業務 となっています.ま た,そ

の他に先進医療 ・高度先進医療や保険医療材料 などに

関する業務 も担当 してい ます.最 近では後期高齢者医

療制度 の創設 についての検討 も始 まってお り,平 成20

年度か らの実施に向けて動 き出 しているところです.

3.先 進 医 療

この うち私が主に関わっている,先 進医療 ・高度先

進医療 について,そ の概要 を説明 します,

先進 的な医療技術 と一般の保険診療の調整 を図るた

め,1984年 に高度先進医療が創設 され ました.こ の制

度では先進的な医療技術 を申請のあった医療機関 と共

に会議 で承認 してい くシステムで した.一 方,2005年

7月 か ら高度先進医療とは別に先進医療制度が導入 さ

れています,先 進医療制度 は届出のあった医療技術 に

ついて,先 進 医療専門家会議 とい う場で議論 され,医

療技術 の適否 と実施する施設要件を決定す るとい う仕

組み になってお ります,こ の制度では,届 出か ら3ヶ

月以内にその技術の適否 を決めることが定め られてお

り,従 来の高度先進医療 に比べて医療技術の承認が迅

速になりま した.ま た,高 度先進医療では実施できる

医療機 関 を会議 にて それぞ れ承 認 して い ま したが

(2005年 より変更),先 進医療では技術 ごとに定められ

てい る施設要件 を満 たせ ば,地 方社会保険事務局 に届

出をすることで実施が認め られるため,従 来よりも迅

速に新 しい医療技術が導入で きる ようになってい ま

す、

先進医療 ・高度先進医療 につ きましては,現 在一本

化への話 し合 いが されているところです.一 方で,使

用する機器や薬剤が薬事法上で未承認 もしくは適用外

であるため,そ の医療技術が承認 されない例が多い と

いう問題があ り,先 進医療専門家会議でもその対応が

議論 されています.

4.今 後 の 抱 負

私はまだ入省 したばか りで,何 をするにも勉強の毎

日です.臨 床 とは全 く異 なる業務内容で,国 会対応 な

ど中央省庁な らではの仕事 もあ り,日 々新 しいことに

遭遇 してい ます,ま た,仕 事を始めて間もないにも関

わらず,医 療従事者,患 者 団体,医 療機器 ・材料メー

カーの方,保 険者側の方 など様 々な人 と関わ りなが ら

仕事 をすることがで き,刺 激に満ちあふれています.

医学 を学び始めてか ら10年 弱にな りますが,医 学知

識だけでな く医療 は患者 さん主体であるということを

学び ました.臨 床とは異 なる医療行政 という立場か ら

ですが,患 者 さんのため にできることは多いと考えて

います.制 度や財政面か らの仕事に終始せずに,患 者

さんや医療従事者の立場 を考えて仕事に励み,日 本の

医療 を変える力にな りたいと思 ってい ます,
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